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1) John Locke， Two Tracts on Government， edited by Philip Abrams， Cam-
bridge， 1967.以下， Abrams， p……・と略記する。

























































































































者の法〔に拠るもの〕である (LesCaracteres， Des esprits forts， ~. 49)。





15) Abrams， Introduction， p.64によれば，ロッグの限に大衆は「非人民J(“non-
people")と距たっていたという。だが実際のところ， ロッグは大衆を「人民」とのみ，
はっきりと表現している。 Abrams，p.154， p.159. 
































集団を“brutorummore gregem sequuntur"と名づけている (Lawof Nature， 
Leyden， p.202)。ヒューム自身は群集の心理に関して，それ以上深〈掘り下げて
はいない。
17) Abrams， p.166. 
18) Abrams， p.160ss， p.170. 


























20) Abrams， p.121. 
21) Abrams， p.159s. 
22) Abrams， p.158s. 
23) Abrams， p.138. 
24) 参照， トマス・アキナス， 11'神学大全』。




























26) Abrarns， p.122， p.174s. 
27) Abrarns， p.156. 
28) Abrarns， p.149. 
29) Abrarns， p.170. 





























































32) Abrams， p.137s. 
33) Abrams， p.189， Tempus， Locus， Habitus， Gestus， etc. 






























35) Abrams， p.216. 
36) エイプラムズによって公刊されたテキストて、は，判読間違いによって，このー勾
が理解不可能になっている。編集者は“money"を“many"と判読している。
























としている。以下を参照せよ。 Abrarns，p.1l9: i人民の善j，p.137: i全体の善j，
p.121 : i最も幸福な国家J，p.194:“salus reipublicae" (p.223: i国民の幸福j)，
p.206 :“populi salus" (p.237: r人民の幸福j)。
39) この反転は，ロックの誠実さに対して始めから疑いを抱かせる。 cf.，John Dunn， 































うか。ロ y クは我々が自然法について生得の innee認識をもっていること
を，ついで、に，そして自明の理のごとく認めている。他方，習俗の多様性
は一一それに関して二つの小冊子はかくも多くの議論をひきだしているので
41) Abrams， p.221ss. 
42) Law of Nature， Leyden， p.160. 
43) Abrams， p.156. 
44) Law of Nature， Leyden， p.166. 














(訳注 1) ここに訳出したのは， 1979年10月四日に東洋大学白山校舎で行なわれた学
術講演会(東洋大学経済学部創立三十周年記念講演会。イギリス哲学会，社会思想
史学会，経済学史学会共催)におけるシャムレー (P.E.Charnley)教授の講演の邦
訳である。『若きロッグの著作における経済学と哲学 Econorniepolitique et philo. 
sophique dans les ecrits de jeunesse de John LockeJlとし、う演題と講演の構成
からもうかがい知れるように，当初の講演プランa，若きロック (1632-1704)の
最初の未完の著作である F世俗権力二論 TwoTracts on GouvernmentJlだけでな





1. Les Banques Populaires Francaises， Paris， 1938. 
2. L' oligopole， Paris， 1944. 
3. Economie Politique et Philosophie chez Steuart et Hegul， Paris， 1963. 
4. Documents relati/s a Sir James Steuart， Paris， 1965. 
5. Forthcorning: Economie Politique et Philosophie chez John Locke. 
なお，邦訳にあたって，議演草稿に付されていた原注も載せることにした。
46) 第二番目のシリーズの著作において何らかの役割をはたすことになるこの区別







1. Gough， ].W吋 .rohn Locke' s political philosophy， Oxford， 1950.宮下輝雄訳
『ジョン・ロックの政治哲学』人間の科学社， 1976年。
2. Leyden， W. von， Essays on the law 01 Nature， Oxford， 1954のライデン白
身の「序文J.









i) r神によって禁じられたり，命じられたりしていない事柄J(Abrams， p.123) 
つまり神の法(聖書と自然法〉が本質的な事柄を規定するのに対して，神の法
が直接に規定していない，という消極的な意味。
(訳注 4) (.・M ・.Jは訳出にあたり訳者が捕った部分である。以下同じ。
(訳注 5) Edward Bagshaw (1629-1671)。非英国国教徒。 1651年以来10年間にわ
たってグライスト・チャーチの学部長であったピューリタン神学者オーウェン
(Owen， ].， 1616-1683)の影響を強くうけ， Ii'大問題』を出版したとき，バグショ
ーはクライスト・チャーチのフェローであった。(以上， 中村恒短「ロックの初期
思想における世俗政治と宗教JIi'東京経大学会話;J]56巻， 1967年を参照。)
(訳注 6) フルタイトルは TheGreat Question concerning Things lndifferent in 
Religious Worship Briefiy Stated. 


























るj(Abrams， op. cit.， pp.160-161，友岡訳92頁)。
(訳注11) i王権といわれる諾権を個々に数えあげる必要もないであろうが， それに
は次のようなものがある。すなわち，終審裁判権，生殺与奪および宣戦言葉和の権利，
貨幣鋳造権，租税・貢納賦課権などH ・H ・j(Abrams， pp.212-213，友岡訳， 125頁)。
(訳注12) i賭金 enjeuj，i負担金 contributionjとも， 非木質的な事柄の問題に対
してロックが払った努力のことである。
(訳注13) 1667年から1673年にかけて政権を担当したアシュロ卿，のちのシャフツベ
リー伯爵をさす。 1666年にロックはアシュリ卿と出会い，その侍医となる。
(本稿iむ 1979年10月19日東洋大学経済学部創立30周年記念講演会のシャムレー教
授の講演内容を訳注したものである。訳出にあたり，本学経済学部の小倉欣一先生と
文学部の長野晃子先生から教示を受けた。両先生の御厚意に対して感謝の意を表した
し、。)
